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「 新 高」 ナシ の低 温要 求量

写真 開 花 ・ 発 芽 異 常

図 7 .2℃以 下 の 低 温 積 算

ナシ や スモモ と いっ た落 葉果 樹 では、 近 年の 温

暖 化 の影 響に よる 冬季 の低 温遭 遇 時間の 不 足で 開

花 ・ 発芽 異常 が多 々発 生し 、着 果 量の減 少 や枝 の

枯 れ 込み を招 いて いま す (写 真）。 正常な 開 花・ 発

芽 に は、7.2℃以 下の 低温 に 一定時 間 以上 遭遇 する

必 要 (=低 温要求 量 )があ りま すが、本 県の 特産 果樹

で あ る「 新高 」ナ シは 他の 品種 と 比べて も 低温 要

求 量 が長 く、1000時 間 以上 を必 要と しま す。幸い 、

本 年 は十 分に 低温 要求 量は 満た さ れると 思 われ ま

す が (図 )、次年 以 降も 同じ とは 限 りませ ん 。

果樹 試 験場で は 遮光 処理 によ る 低温要 求 量の 代

替 技 術を 開発 中で すが 、合 わせ て 低温要 求 量の 少

な い 品種 の育 成に も取 り組 んで い ます。

ハ ウ ス ミ カ ン炭酸 ガ ス施 用技 術の 確立

定植 後 の 様 子

ハウ ス ミカン で の炭 酸ガ ス施 用 技術確 立 のた め

に 、 加温 開始 の 12月 15日か ら炭 酸 ガス濃 度 を日 中

600ppmで 施用し て いま す。 現時 点 では炭 酸 ガス 施

用 の 効果 を確 認で きて いま せん が 、今後 は 光合 成

速 度 、果 実品 質、 生理 落果 など に ついて 調 査を す

る 予 定で す。また、1月 16日 に新設 し たハ ウス へ興

津 早 生を 定植 しま した 。こ のハ ウ スには ヒ ート ポ

ン プ や炭 酸ガ ス施 用装 置を 設置 し 、更に 炭 酸ガ ス

施 用 につ いて 試験 を進 める 予定 で す。


